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Abstract  IEICE (The Institute of Electronics, Information and Communication Engineers) provides a word template file for the HCG Symposium of IEICE.

Keyword  Windows，Word，Template

1. 原稿用紙

1.1. タイトルその他(1ページ目上部)に関して

1ページ目上部には，タイトル，発表者氏名，所属，住所，メールアドレス，キーワードの和文と英文及びあらまし(和文300字程度，英文100語程度)を，それぞれ記述して下さい．

 [特別招待講演]と指示されている方は[特別招待論文]，[特別講演]の方は[特別講演] ， [招待講演] の方は[招待論文] ， [基調講演] の方は[基調講演] と タイトルの前にお入れ下さい．

1.2. 本文に関して

本文は，本テンプレートファイルを用いて記述してください． 

2. 原稿提出枚数

図・表，写真を含め制限枚数以内で作成して下さい．原稿を作成する前に，手持ちの原稿量と制限枚数とを十分勘定して制限枚数におさまるようご注意下さい．

3. 原稿の書き方

文字の大きさについては，本文は9ポイントを標準とし，字間および行間は適宜調整して下さい．また，標題は拡大文字として下さい（本ファイル参照）．
図面，写真，表の文字や数字は原則本文と同じ大きさとして下さい． 
4. 著作権について

電子情報通信学会著作権規程：
http://www.ieice.org/jpn/about/kitei/18chosakukenkitei.html参照．
本会（電子情報通信学会）の編集著作物及び個別の著作物の著作権は，原則として本会に帰属することとなっております．詳細は著作権規定を参照下さい．

電子投稿される前にチェックをして頂きますようお願いいたします．
5. 発行日について

特許権，著作権保護のため発表日（開催日初日）の1週間前（7日前）を発行日（公知日）としておりますのでご注意ください！
特許権につきましては，発行日から6ヶ月間は権利を主張できますが，投稿する方は投稿論文の特許，その他の権利を早めに申請する等，権利保護に充分注意してください．
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